
















　　少しの間だけ







　場所は精霊の民の里。

　滞在中にリオ達が共同生活を営んでいる家で。

　リオ達がシュトラール地方へと戻る少し前のことだ。早朝、リオは目を覚ますと、日課となっている鍛錬をするべく家の外に出た。すると──、

「おはようございます、サヨさん」

　訓練用の木刀を手にして一人で素振りをしているサヨの姿を発見する。

「あっ！　おはようございます、リオ様」

「今日はサヨさんが一番乗りですね」

　リオが周囲に他に誰もいないことを確認して言う。

　もともと早朝の鍛錬は幼少期の頃からリオが一人で行っていたものだが、初めて精霊の民の里を訪れてからサラやラティーファ達が加わり、成長してシュトラール地方に戻ってからは美春やセリア達が加わり、サヨやゴウキ達と再会した今ではその一行も参加するようになった。

　例えばリオやサラ達は武芸を、美春は精霊術を、セリアは魔力の扱いを、といったふうに各々が伸ばしたい分野の鍛錬を行っている。

　サヨの場合は武芸と精霊術の両方だ。カラスキ王国の村にいた頃から鍛錬を行っていたようだが、精霊の民の里まで移動する間にゴウキ達から本格的に稽古をつけてもらっていたらしい。今ではリオが目をみはるほどの成長を見せていた。

　と、まあそれはともかく──、

「はい！　早く目が覚めてしまって。ついさっき始めたところです」

　サヨは元気よく返事をして、実に嬉しそうな顔で語る。

「精が出ますね。では一緒に素振りをしましょうか」

「はい！」

　それから、しばし二人で黙々と素振りをする。

　が、数分もすると──、

「…………」

　サヨが素振りを止めて、目を奪われるように息を呑んで、リオの動きを見つめ始めた。

「……どうかしましたか？」

　じっと見られていることに気づいて、リオが素振りを止めて問いかける。

「へ……？　あっ、いえ、そのっ！」

　サヨはハッとして、あたふたとし始めた。そして──、

「……リオ様の動き、すごいなあと思って」

　気恥ずかしそうに、見とれていた理由を打ち明けた。

「普通に素振りをしているだけですよ」

「いえっ、傍から見ていても気がつくと剣が振り終わっていて、動きの予兆を完璧に消しているんだなって。ゴウキ様から本格的に武芸を教わったからこそ、リオ様の凄さが理解できるようになって……」

　と、リオの凄さを力説するサヨ。

「あはは、ありがとうございます」

　リオは照れ笑いを滲ませて礼を言う。

「い、いえ、そんな……。その、リオ様の素振り、もう少し見ていてもいいですか？」

　サヨは顔を赤くし俯きがちになり、リオの顔を上目で覗き込んだ。

「ええ、大したものではありませんが」

　リオはこそばゆそうに頷き、素振りを再開した。とはいえ、人に見られて気恥ずかしくなるくらいで動きが乱れることがないのは流石である。

　それから、しばし──、

「……………………」

　サヨは見惚れるように、剣を振るうリオに熱い眼差しを送った。その横顔は恋する少女そのもので、とても幸せそうである。そうして、二人だけの時間が続くが、そんな二人の様子をひっそりと見守る者もいた。サヨの兄、シンだ。

「…………」

　妹のために空気を読んでいるのだろう。木刀を手にするシンだが、木陰に潜んで動くことはしない。が──、

「……シンではないか。どうした、こんな場所で？」

　鍛錬に参加しようとゴウキがやってきて、シンを発見した。

「いや、別に……」

　シンはバツが悪そうに応える。

「ふむ……」

　ゴウキは離れた位置で素振りを行うリオと傍に立つサヨの姿を視界に収めた。それで事情を察したのか──、

「ほほう、そういうことであるか」

　ニヤリと笑う。

「別に何でもありませんよ」

　シンは恥ずかしさを誤魔化すように、リオとサヨのもとへと歩き始めた。
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